
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和２年度 学校力向上に関する総合実践事業（地域指定） 

成果普及資料 

 

 

 

 

 

（Ｖｅｒ．１） 

本リーフレットについて 

 ○ 本リーフレットは、根室市の指定校において、学校力向上に関する総合実践事業

（地域指定）に取り組んだ成果を普及するために作成しました。 

 ○ 学校の教育活動を進める上で、課題となる点を「Ｑ」、その課題解決を図った取組

を「Ａ」として、「Ｑ＆Ａ」の形式で分かりやすく示すことができるように配慮しま

した。 

 ○ 吹き出しは、「校長等のリーダーシップ」として、組織的・計画的に課題解決を図

る取組の充実に向けて、校長・教頭等が関わるポイントを示しました。 

令和２年 11 月 

根室市教育委員会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ１ 各学校で「目指す子ども像」を設定し、「目指す子ども像」に向

けた取組や評価･改善は、どのように進めるとよいですか。 

Ａ１ 
【根室市立北斗小学校の実践】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校教育目標を踏まえ、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の

視点から、「ともに生き抜く力」として、「目指す子ども像」を作成しま

した。 
「目指す子ども像」は、２学年ごとに設定し、系統性を意識して指導

できるようにしました。 
常に「目指す子ども像」を意識して指導できるよう、次の３点に取り

組みました。 
①毎月の目標は、「目指す子ども像」から重点を設定し、教師も児童も

その達成に向けて取り組めるようにしました。 
②学校評価では、「目指す子ども像」に係る取組状況の項目を設定し、

保護者による評価を進めるようにしました。 
③前期・後期の「振り返りカード」で、児童が「目指す子ども像」に向

けた取組を振り返り、次の目標を設定する場を位置付けました。 

【取組のポイント】 

○ 「目指す子ども像」は、教職員だけでなく、児童や保護者が意識できるよう 

具体的な姿を設定するようにしました。 

○ 「目指す子ども像」の実現に向け、取組状況を評価し、指導の改善につなげ

るようにしました。 

【校長等のリーダーシップ】 

 校長が方向性とイメージを

示し、教頭やミドルリーダー

が中心となり、具体的な姿を

考えるようにしました。 

【校長等のリーダーシップ】 

 教職員だけでなく、児童や

保護者などを含め、組織的に

取組状況を見直す機会を設け

るようにしました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ２ 各種調査を分析し、指導の改善を図る「検証改善サイクル」の確

立に向けて、どのように進めるとよいですか。 

Ａ２ 
【根室市立花咲小学校の実践】 
 学校の取組の重点の一つとして、「各種調査を活用し、速やかな検証・

分析・改善を図ること」があることから、「検証改善サイクルの確立」に

向けて、全教職員で全国学力・学習状況調査等の各種調査を分析し、課題

を共有し、改善方策を明確にするようにしました。 
分析では、言語活動の充実に取り組んだことにより、国語の「話すこ

と・聞くこと」の領域において、成果が見られるものの、記述式で解答す

る問題の正答率は、前年度に引き続き課題が見られていることが明らか

になりました。 
 また、児童質問紙などの調査結果を組み合わせて多面的に分析したり、

「チャレンジテスト」を活用してサイクルの迅速化を図ったりしました。 

このように組織的に分析し、課題を明確にするとともに、その課題の改

善方策を全教職員で協議し、授業改善のポイントとしてまとめました。 
 全国学力・学習状況調査だけでなく、「チャレンジテスト」において結

果や要因の分析、改善方策の明確化に継続的に取り組みました。このよ

うな取組を、年間を通じて何度も行い、「検証改善サイクル」を確立する

ようにしました。 

【取組のポイント】 

○ 全教職員で全国学力・学習状況調査等の各種調査を分析し、課題を共有し、

改善方策を明確にするようにしました。 

○ 児童質問紙などの調査結果を組み合わせて多面的に分析したり、「チャレンジ

テスト」を活用し、サイクルの迅速化を図ったりするようにしました。 

 

【全国学力・学習状況調査の分析による授業改善のポイント】 

① 各教科等で「書く」「話す」「話し合う（聞く）」の言語活動

を重視し、思考力・判断力・表現力の育成を目指す。 

② 自分の考えを表現する活動を位置付ける。 

 ・複数の条件を示して記述させる。 

・表やグラフを活用して説明させる。 

 ・文字数制限を課す。 

・自分の文を読み返す（低学年から繰り返し指導する）。 

③ 教師が児童の発言の意図を安易に汲み取らず、言葉を付け

足させるなどして、意図が伝わる話し方を指導する。 

④ 継続的に基礎的な知識・技能の定着を図り、「書く」「話す」

「話し合う（聞く）」の土台を培う。 

⑤ 特別活動における学級活動での話合いを見直し、充実を図る。 

【校長等のリーダーシップ】 

 校長が経営方針の重点や全

教職員で取り組むことを明確

に示すようにしました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ３ 学習規律や生活習慣を確立し、落ち着いた学習環境づくりをど

のように進めるとよいですか。 

Ａ３ 
【根室市立成央小学校の実践】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
落ち着いた学習環境づくりを進めるため、学習規律や生活習慣を確立

する取組を、学校だけでなく、保護者や地域住民にも学校だよりや各種

会議（職員会議・学年集会・ＰＴＡ総会・学校評議員会等）を通して説

明しています。 

また、取組を定期的に振り返り、 

検証改善を図るために、毎学期の児 

童アンケートや年２回の学校評価、 

地域住民を交えた学校評議員会等で 

取組状況を把握するなど、児童の実 

態を多面的に捉え、指導の重点を定 

めるようにしました。 

【取組のポイント】 

○ 児童の実態や保護者の意見を踏まえ、学校全体で取り組む内容を明確にする

ようにしました。 

○ 学校だけでなく、家庭・地域と課題を共有するとともに、取組を定期的に振

り返り、改善するようにしました。 

【校長等のリーダーシップ】 

 取組状況を複数回把握し、

指導の改善が図られるように

しました。 

【学校（児童）「イッせいおう」学習規律について】 
① 整理・整頓・チャイム席 
② 板書とノート 
③ 聞き方・話し方 

【家庭（児童）「イッせいおう イン ホーム」生活について】 

① ス・タ・ゲ M１ 

（スマートホン・タブレット・ゲームは１時間以内） 

② 学年×10分の集中を、それができたら＋10分 

（家庭学習） 

③ できるだけ歩いて登校（体も心もスイッチオン） 

【取組の評価】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ４ 学校全体が組織的に授業改善を進めるためにはどのように取り

組むとよいですか（小学校）。 

Ａ４ 
【授業改善推進チームの実践】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各種調査やチャレンジテストなどを活用し、課題を明確にするととも

に、学校の課題解決に向けた改善方策や授業改善の好事例を「授業改善

チーム通信」で示し、指導の手順やノート例などを具体的に伝えるよう

にしました。 
また、日頃から、指導上の悩みなど、各教員のニーズを的確にとらえる

ようにし、目指す授業の在り方を共有するようにしました。各学校には

初任段階教員も在籍していることから、板書やノート、発問等で具体的

に示すようにしました。 

【取組のポイント】 

○ 学校の課題解決に向けた改善方策や授業改善の好事例を具体的に示しなが

ら、学校全体で共有するようにしました。 

○ 指導上の悩みなど、各教員のニーズを的確にとらえるようにし、目指す授業

の在り方を共有するようにしました。 

【授業改善チーム通信（一部抜粋）】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ５ 学校全体が組織的に授業改善を進めるためにはどのように取り

組むとよいですか（中学校）。 

Ａ５ 
【根室市立柏陵中学校の実践】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学習したことを活用し

て、レポートの作成など、

課題を解決する学習活動を

工夫するようにしました。 
 また、学校全体で組織的

に授業改善を進めるため、

「各教科における評価の基

本構造」を基に、学習評価の

観点の趣旨について共通理

解を図るようにしました。 

【取組のポイント】 

○ 「思考力・判断力・表現力等」育成するため、論述やレポートの作成、発表、

グループでの話合い、作品の制作や表現等の多様な活動を取り入れるようにし

ました。 

○ 「知識・技能」だけでなく、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む

態度」の３観点から資質・能力を育成することができるよう、学習評価の観点

の趣旨について共通理解を図るようにしました。 

【校長等のリーダーシップ】 

 学校経営において、新学習

指導要領の趣旨について、学

校全体で共通理解を図ること

を重視しました。 

【生徒が作成したレポート（数学科）】 

【各教科における評価の基本構造】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ６ 授業とのつながりを意識し、主体的な学習態度を育成するため

の家庭学習を進めるポイントは何ですか。 

Ａ６ 
【根室市立北斗小学校の実践】 

第３～６学年では、児童が帰りの会に「生活リズムチェックシート」

に「家庭学習の内容」や「家庭学習に取り組む時刻」を記入し、家庭学

習の計画を立てるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの姿や保護者にお願

いすること、学び方などを示し

た「家庭学習の手引き」を作成・

配付しました。 

また、日常の授業において児

童が学習のゴールや過程を見通

す活動を工夫したり、児童が自

分の成長を実感できる振り返る

活動を工夫したりするなど、「見

通す・振り返る」活動を重視す

るようにしたことにより、児童

の家庭学習への意欲が高まって

きました。 

【取組のポイント】 

○ 「生活リズムチェックシート」を活用し、生活習慣の確立と併せて取組を進

めるようにしました。 

○ 「家庭学習の手引」を配付し、家庭学習のねらいや学習の仕方を示すととも

に、日常の授業において児童が目的意識を高めて学習することができるよう、

「見通す・振り返る」活動を重視するようにしました。 

【校長等のリーダーシップ】 

 校長が生活習慣や日常の授

業改善と関連させた家庭学習

の方針を明示し、学校全体で

共通理解を図るようにしまし

た。 

【家庭学習の手引（一部抜粋）】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ７ 組織的に日常の授業改善を図るためにどのようなことに取り組

んでいますか。 

Ａ７ 【根室市立花咲小学校の実践】 
 「学校力の向上」として、「ベテラン・ミドル層がリーダーとして活躍

できる機会を工夫し、組織の活性化を目指す」と記されており、各種調査

結果を踏まえ、課題や改善方策を共有するとともに、授業改善の視点を

明確にするようにしました。 
 校内研修を見直し、研修成果が日常の授業改善につながるよう、育成

する資質・能力を明確にすることを重視しました。また、全国学力・学習

状況調査等で課題が見られた内容を教職員間で共有できるよう、「教務通

信」「研修通信」等を発行しました。 
また、授業改善の取組がより児童の実態を踏まえたものになるよう、

「チャレンジテスト」の分析を各学年ブロックで行い、初任段階教員と

ミドルリーダーがともに児童の実態を分析することを通して、結果の要

因を探るとともに、「実態を踏まえ、どのような授業を展開するのか」と

いう授業改善の具体的な手立てについて協議しました。 
また、日常から、各教員の悩みや課題を相談できる環境を整えるととも

に、好事例を学校全体で共有し、組織的に授業改善を進めるようにしま

した。 

【取組のポイント】 

○ 各種調査結果を踏まえ、課題や改善方策を共有するとともに、授業改善の視

点を明確にするようにしました。 

○ 日常から、各教員の悩みや課題を相談できる環境を整えるとともに、好事例

を学校全体で共有し、組織的に授業改善を進めるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【校長等のリーダーシップ】 

 校長・教頭等が日常の授業

を参観し、指導助言するよう

にしました。 

■■学級 

児童一人一人の

作文用紙に、児

童が書いた文章

のよさやアドバ

イスが貼られて

いました。児童

一人一人の学習

の 様 子 を 捉 え

て、きめ細かな

指導をしていま

す。 

【教務通信（一部抜粋）】 

□□学級 

児童は相手意識もっ

て、話し合っていま

した。日常から行う

ことが大切ですね。 

取組の好事例を紹介 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ８ 教員の指導力を高めるための研修（例えばメンター研修等）を進

める上で、留意することは何ですか。 

Ａ８ 
【根室市立成央小学校の実践】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校教育目標を踏まえ、学校課題や指導上の課題を明確にし、学校全体

で課題解決を図る意識を高めるため、研究の全体構造図を作成し、研修

のねらいや取組を共有し、研修を充実させるようにしました。 
また、初任段階教員に対しては、複数の先輩教員が講師となり、授業改

善、学習規律の徹底、生徒指導等について指導するなど、ベテラン、ミド

ルリーダー、初任段階教員等の強みが発揮されるように体制を整備しま

した。さらに、放課後の短時間を活用し、気軽に相談できる「ゆる研」を

行うようにしました。 

【取組のポイント】 

○ 学校の課題や指導上の課題を明確にし、学校全体で課題解決を図る意識を高

めるようにするため、研修のねらいや取組を共有するようにしました。 

○ 既存の取組を生かしながら、ベテラン、ミドルリーダー、初任段階教員等の

強みが発揮されるように体制を整備しました。 

【校長等のリーダーシップ】 

 校長が学校課題の解決を図

りながら人材育成をするとい

う考えを明確にもつようにし

ました。 

【研究の全体構造図】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ９ 全教職員による課題の明確化や業務の見える化をどのように進

めるとよいですか。 

Ａ９ 
【根室市立花咲小学校の実践】 
 各種調査結果から、課題を明確にするとともに、教務部と研修部が連

携するなど、組織の在り方を見直し、教育活動の質の向上に向け、課題

解決を図る取組を進めるようにしました。 
 特に、課題解決に向けた取組状況について全教職員と共有できるよ

う、教務部と研修部が連携し、「教務通信」「研修通信」等を発行しまし

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また、全教職員に周知したいことは「掲示板」を使用し情報を共有する

など、「校務支援システム」を効果的に活用し、全教職員の業務を見える

化を進めるとともに、学校全体で共有することを通して、教育活動の質

の向上を図るようにしました。 
児童の様子については、「いいとこみつけ」を活用し、児童のよい点を

全教職員が入力することにより、多面的に児童理解を図るようにしまし

た。さらに、出席簿、通知表、指導要録なども「校務支援システム」を活

用することにより、日常的な業務改善につなげるようにしました。 

【取組のポイント】 

○ 学校の課題を明確にするとともに、教務部と研修部が連携するなど、組織の

在り方を見直すようにしました。 

○ 「校務支援システム」を有効活用し、全教職員の業務を見える化し、共有で

きるようにしました。 

【研修通信（一部抜粋）】 

【校長等のリーダーシップ】 

 校長が教育の質の向上を図

るため、課題を明確にすると

ともに、既存の組織を見直す

ようにしました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ10 校種間連携や、家庭や地域との連携をどのように進めるとよい

ですか。 

Ａ10 
【根室市立成央小学校の実践】 
 校種間連携では月１回の管理

職等による協議を基盤として、中

学校教員による出前授業、児童生

徒の交流が行われています。 
 これらのうち、月１回の管理職

による協議では、小・中学校間の

共通の課題を明確にし、課題解決

に向けた取組を進めています。 
 また、児童生徒の交流では、中

学生が活躍する姿を見て、小学生

が中学生にあこがれをもつ姿が

見られています。 
 家庭との連携では、特に新型コ

ロナウイルス感染症対策に伴う

臨時休業中は、学校で「学習支援

サイト」を立ち上げ、学習内容や

学び方を児童や保護者に分かり

やすく示すとともに、定期的に更

新し、新型コロナウイルス感染症

対策に伴う児童の学習保障に向

けて、学校から積極的に発信する

ようにしました。 
 日頃から家庭や地域のニーズ

を的確に把握し、情報を積極的に

発信するようにしました。 

【取組のポイント】 

○ 活動することが目的にならないようにするため、小・中学校等で課題を共有

するようにしました。 

○ 新型コロナウイルス感染症対策も含め、家庭や地域のニーズを的確に把握す

るとともに、ニーズを踏まえ、学校から積極的に発信するようにしました。 

【校長等のリーダーシップ】 

 校長が教職員に、連携する

目的を明確に示すようにしま

した。 

【学習支援サイト（一部抜粋）】 

【児童生徒の交流】 


